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書 評 『デザ イン理論』39/2000

『服 飾 を生 き る 文 化 の コ ンテ ク ス ト

横川公子編 太洋社1999年3月20日

羽生 清/京 都造形芸術大学

』

本書は,服 飾を文化のなかで捉えなおそう

とする書物である。冒頭で編者は 「服飾文化

を対象にした分野には,歴 史的な見方をはじ

め多 くの取組みがすでにあります。本書は,

そういう現状にあって,改 めて文化学として

の服飾研究を取 り上げ,.新 しい見方や考え方

をのべたものです」 と語る。

身体保護以前に存在 した身体装飾で もある

服飾に関 して,こ れまでは,歴 史や形態か ら,

あるいは物理的な視点からの研究が多かった。

最近は哲学から服飾を読み解 く研究 も盛んで

ある。 しかし,服 飾を綜合的に文化の視点か

ら見ようとする研究 は新 しい。実際,古 典を

読むとき,い や古典文学に限 らず明治文学で

さえも,そ の時代にどのような衣裳を身にっ

けていたかを知らずには登場人物の心を理解

出来ないにもかかわらず。

今,こ のような書物が生まれたことは有 り

難 い。それぞれの章 は,そ れぞれの書 き手 に

よって,ま ざまな視点から論究されている。

書物を読みとお して感 じたことは,貴 重な知

識を得たことに対する感謝と,服 飾について

語ることは書き手の生き方を表現することで

もあるという感慨であった。

さて,内 容の紹介に移ろう。本書は,二 部

構成になっている。第一部は 「服飾研究の問

題点」と題されており,一 章は 「服飾を生き

る」二章は 「服飾研究の資料一資料の読み方」

三章は 「たのむ ・っくる・着る一発注者 ・制

作者 ・着用者」。第二部は 「服飾研究の展開」

とあり,一 章 は 「服飾を?く る」二章は 「服

飾を着 る」三章は 「服飾 と性」四章は 「服飾

と産業」五章 「服飾 と伝統」。

第一部一章 「服飾を生 きる」か ら見てゆく

と,最 初に,昨 夏から街に溢れ出した,か つ

て下着 として着ていたス リップそっくりの ド

レスが話題 となる。編者でもある筆者は,こ

の流行 にっいて 「皮膚感覚や視覚的な味わい

'に
,何 か しら変化の兆 しが生まれているよう

である」と書 く。この姿勢 は,「 最近の若者

は,は したない」などという世俗の評 とは違

い,若 者に対する温かな眼差 しと時代に対す

る読みの確かさを感 じさせる。

では,文 化としての服飾の枠組 とはどのよ

うなものなのか。編者は次のように言 う。第

一に服飾は,自 分自身の存在 と切 り離せない

皮膚感覚的なしかけである。次に服飾の多様

性について注目しなければな らない。第三に

服飾は,い かに自己表現にこだわろうと,見

る入の理解を考慮に入れて表現される社会的

なしかけである。

文化 として捉えられる服飾研究は,過 去を

参照 して終わるのではなく,現 在が分析され,

未来への展望を含む。 この姿勢は本書の最後

まで共有 される。最終章最終節 「国際化ファッ

ション」のなかでは,「これまでの視点では,

現代的要素が入 り込んでいる事象は,好 まし

くないものと処理されがちで,研 究対象から

排除されてきたことは否定できない」 とした

上で,文 化人類学の方法を用いることによっ

て,伝 統の現在を捉えようとする。

第一部二章では資料の読み方が提示 されて

いる。文化の全体に関わる服飾の資料 は,実

に多い。それをどのように読み解 くか。 ここ

に知的冒険が存在すると同時に,独 善的な結

論に結びつ く陥穽 もある。そのような危険を
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避け,よ り深い洞察が如何 にして可能か。論

者の視点 は示唆に富む。

二章二節 「ディズニー映画の 『読み方』」

では,デ ィズニーのアニメーションを資料 と

して服飾が考察 される。描かれた服飾が中世

風でありながら,作 られた当時の流行を巧み

に取 り込んでいる 「白雪姫」や 「シンデレラ」

が着ていた衣裳にっいては本書を読んで成程

と納得 し,か って観た映画のシーンが次々と

目に浮かんだ。服飾研究には,こ のようにさ

まざまな視点から文化を見直す新鮮なアプロー

チが残されている。

また,二 章四節では日記や記録など第一次

資料に対 して,文 学を第二次資料 としてきた

これまでの研究に疑問を投 げかける。「日記

だか ら真実であるとは限 らない し,文 学作品

だか らうそだ,っ くりごとだ,と 決めっける

こともできない。服飾に対する人間の複雑な

心情を知るためには,文 学作品のほうが資料

として優れているとする考え方 もある」 と展

開 し,「現実はひと通 りではない。現実 には

何通 りもの現れ方があり,何 通 りもの側面が

ある。そのように考えると,資 料のなかに優

劣はない。ここで重要なことは,書 いた人の

主観を排除 してはならないということである」

と書き進む。ここには,客 観というものが絶

対視されてきたこれまでの学問に対するしな

やかな挑戦が窺える。

三章三節 「手づ くりと着用」では,作 る人

と着る人の関わ りが論 じられている。「一般

大衆の衣生活における 『誰がつ くるか』の問

題は,単 によいデザインでよい質のものをっ

くるということだけではなく,蓄 積 された生

活の知識の深さ,技 術の深さにかかわること

であった。」っくり手のおばあさんの名前が

知 られていたとしても,現 代のデザイナーと

は異なり,上 手にっ くる無名の人で,「 ため

っすがめっ眺めるおばあさんの視線のなかで,

小 切 れ は い きい き と した ライ フ ス タ イル に裏

打 ち され,息 づ い て い た。 小 切 れ は,生 活 を

組 み立 て る思 考 と習 慣 のパ タ ー ンに,が っち

り組 み込 ま れ て い た の で あ る。」 ここ に 「っ

くる ・着 る」 を通 して 伝 承 され て いた,か っ

て わ が国 に あ り今 は無 くな って しま った教 育

の形 を垣 間見 る思 いが す る。

第 二 部 二 章 一 節 「着 っ け る」 で は,井 原 西

鶴 の作 品 か ら 「目立 た な い こ と」 「中程 」 「派

手 で な い」 「忍 び や か な る」 「分 際相 応 」 「季

節 に応 じた」 な ど,当 時 の 町 人 の 服装 が,現

代 の仕 事 着,サ ラ リー マ ンの ス ー ッ と同様 の

様 態 で あ る こ とが 理 解 され る。 °

これ が現 代,若 者 の フ ァ ッシ ョ ンにな る と,

二 章 三 節 「見 せ る」 に論 じ られ る よ うに変 化

す る。 「従 来 の コ ーデ ィ ネ ー トの 常 識 を 破 る

こ とで他 人 と の差 別 化 を図 ろ う と して い る。

そ の参 考 とす る た め に トー タル フ ァ ッ シ ョン

を重 視 す る モ ー ド誌 で はな く,街 に 出 て,他

人 の フ ァ ッ シ ョ ンを観 察 す る こ とが行 わ れ る

の で あ る。」 「ス トリー ト系 を 含 む フ ァ ッ シ ョ

ンが コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンとな り う るの は,現

在,物 質 文 化 を第 一 義 とす る考 え 方 が社 会 の

大 勢 を 占 め て い る結 果 と いえ よ う。 そ の な か

で と りわ け ス トリー トフ ァ ッシ ョンの 着装 は,

自己 満足 の域 を こ え,「 服 飾 を 見 せ る』 こ と

に最 大 の力 点 をお く もの と な っ て い る。」 こ

の よ うに服 飾 が,コ ミュ ニ ケ ー シ ョンに お け

る表 現 や共 感 の手 段 と して 重 要 な 役割 を担 い,

文 化 の な か で新 しい意 味 を持 ち始 め た 現状 を

指 摘 す る。

さて,本 書 につ いて 語 り終 え る まえ に,第

二 部 三章 「服 飾 と性 」 の問 題 につ い て 触 れ な

けれ ば な るま い。 ジェ ンダ ー と い う概 念 の導

入 に よ り,新 し く見 え て き た もの が 多 い。 一

節 「文学 と図像 に よ る ジェ ンダ ー論」 で は,

ズボ ンは家 長 権 の象 徴 で あ っ た こ とが 明 らか

に さ れ る。 ル ー ア ン大 聖 堂 な ど に見 られ る
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「ズボンをめぐる争 い」 は夫婦間における家

庭内での権力争奪戦を表 しているという。

ジェンダーの問題は,そ のまま近代国家形

成 と深 く結びっく。二節 「「女と男』か ら読

む服飾文化」において,ジ ャポニズムの服飾

が女物ばかりであったのは,着 飾るのは女だ

けであったという理由のみではなく,そ こに

(中心=西 洋=男 性)対(周 縁=東 洋e女 性)

という関係があり,前 者が後者を 「再構成 し,

威圧する」 構造になっていたか らであ る。

「侵略の危機にさらされていた開国前後 の日

本においては,洋 装は権力の中枢にいる男 と

制服など公式の服か ら始められた。 ジャポニ

ズムの服飾が女と室内着に見 られたのは,み

ごとに対照的である。」 このよ うな国家 と産

業の関わりにっいての研究は,四 章につながっ

てゆく。

四章二節は,女 性教育のなかの服飾を取り

あげ,そ れが如何に国家的使命と結びついて

いたかを明 らかにする。「伊藤博文 とベルツ

博士のあいだで鹿鳴館の洋装をめぐって,政

治的判断を優先 して承認するか,美 的評価の

面に注目して反対するか,の 議論があったこ

とはよく知 られている。 このときの洋装はそ

の後鹿鳴館熱の冷めた段階では,宮 中を除い

て消えていった。 これらの経緯に見 られるよ

うに,明 治期は教育の場で着 る衣服が,国 家

の要請 と結びっいていた典型的な時期である。」

十人の研究者によって書かれた本書 は,一

貫 した意図が明確で,し かも個々の研究が刺

激的だ。服飾だけでなく,デ ザイ ンの全体が

文化の枠組のなかで,再 構築されることが求

められる今,貴 重な本の誕生を喜 びたい。同

時に,文 化 として服飾を語る本書の続編を期

待 したい。
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